
１，参加者と場所と時間
時　　　　　　間

はじめの会　　

2 藤澤講師一言

3 藤澤講師　提案の書
＊藤澤講師が作品　書の書き方説明と添削をして頂く。

第４6回練習書 1 楷書「蔵垢」＆行書「蔵垢」
意味 帝は御心が広く、他人の欠点を胸にしまって恥を忍ぶ

2 行書「成化當常」
ペン字 3 歌人与謝野晶子 歌集「小扇」

春むかし夢に人見し京の山の湯の香に似たる丁字の小雨
意味

The Work announcement
　　藤澤講師　　三体

元　太極拳武者＝土井さん 最近　乗りに乗ってる佐伯さん ドンドン　進歩　か・・。

無帽子No　帽子Look　OK 　お上手節子殿！

書の生命は、その書線にある。これは昔も今も変わらねい。変わったのは残念なが
ら今の人は苦しい修練を好まない事書を学ぶ方々は書線を大切に、結構を美しく書
く事に努力をしよう。

「行書」の学習に最も大切なことは、楷書をしっかり身につけておくことです。執筆法など楷書
の延長線上にありますが、やや運筆の速度が早くなり、結構や線が穏やかで柔らかくなる点が
違っています。しかし柔らかさの中には骨力ある表現が大切で、これらを体得するには練習に
よる以外方法はない。

北区会　自由な趣味の会　　
第４６回「書道とペン字の会・」活動記録

２０２２年　５月　３０日（月）

場　　所 参　　　　加　　　　予　定　者

９時00～１２時00
タンポポセミ

ナー
　講師藤澤淑子：庶務土井、佐伯、鬼村、道満、山崎、永井、敬称
略６名

もう過去となった春の日、あの人を夢に見た京都の山のなつかしい湯の香
に似ている小雨に濡れる丁字の花よ



孤独味村ペン字人

本日の感想

申し合わせ及び注意事項
1) 欠席者は事前に幹事「土井」へ連絡する
2) 諸道具は自身で持参、その服装などの準備もお願いします
3) 一回５００円の諸費を参加出席者をお願いします。

次回予定 第４７回活動計画　
令和四年　　６月 　２０日（月）　 9時～12時
場所：星和台ファミリーホール　　

真っ赤・赤　添削の事例
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　11月展示会への出典作品はこの期から繰り返し練習が必要、それ以外は
課題書日常の練習を繰り返す納得の書にしましょう。


